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は
じ
め
に
　

　

標
題
の
「
三
十
日
一
部
平
家
」
は
、
歴
史
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
用
語
で
は
な
い
。
し
か
し
「
一
部
平
家
」
は
古
来
の
用
語

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
平
家
物
語
」
を
「
物
語
」
の
順
に
、〈
平
曲
・
平
家
語
り
〉
と
し
て
、「
祇
園
精
舎
」
か
ら
始
め
て
（
建
礼

門
院
の
）「
御
徃
生
」
ま
で
を
語
り
通
す
こ
と
で
あ
る
。「
一
部
」
の
意
味
は
、
現
代
で
は
「
あ
る
総
体
の
一
構
成
要
素
、
一
部
分
」

の
意
味
と
思
う
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
が
、
古
典
的
に
は
「
総
体
」
そ
の
も
の
、「
ひ
と
そ
ろ
い
。
全
巻
」
を
「
一
部
」
と
呼
ん
で

い
た
。

　
「
三
十
日
一
部
平
家
」
と
い
う
の
は
、
私
的
な
用
語
で
、
生
硬
な
表
現
と
自
覚
し
て
い
る
が
、「
一
部
平
家
」
を
「
三
十
日
連
続

で
」
完
結
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
つ
も
り
の
用
語
で
あ
る
。　

　
　

・
三
十
日
連
続
演
誦
に
よ
る
一
部
平
家　

と
い
う
の
が
実
態
に
即
し
た
紹
介
だ
と
思
う
が
、
や
や
長
い
表
現
に
な
る
の
で
使
い
に
く
い
。「
三
十
日
連
続
演
誦
に
よ
る
一
部

平
家
」
の
簡
略
呼
称
と
し
て
「
三
十
日
一
部
平
家
」
を
使
う
こ
と
を
御
諒
解
い
た
だ
き
た
い
。　

　

さ
て
、「
一
部
平
家
」
に
関
し
て
、
私
は
自
身
の
演
誦
実
績
を
踏
ま
え
て
の
報
告
「
一
部
平
家
の
む
か
し
い
ま
」（
新
潟
大
学
「
人

三
十
日
一
部
平
家
に
つ
い
て

鈴
　
　
木
　
　
孝
　
　
庸
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文
科
学
研
究
」
146
。
二
○
二
○
、
三
）
を
発
表
し
て
い
る
。「
一
部
平
家
」
の
歴
史
的
考
察
も
そ
れ
に
記
し
た
の
で
、
御
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、「
一
部
平
家
」
の
、
平
家
物
語
の
全
巻
全
句
の
通
し
語
り
は
、
二
通
り
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

イ
、
断
続
的
に
機
会
を
設
け
て
、「
一
部
」
を
完
結
。

　
　
　

ロ
、
連
日
演
誦
三
十
日
で
「
一
部
」
を
完
結
。

で
あ
る
。

　

イ
も
ロ
も
、
室
町
時
代
に
は
、
盲
目
の
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
江
戸
時
代
に
行
わ
れ
た
か
ど

う
か
は
、『
西
海
餘
滴
集
』（
江
戸
時
代
初
期
成
立
）
に
「
一
部
平
家
」
の
記
事
が
あ
る
の
で
、
た
ぶ
ん
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
想

像
す
る
が
、
実
際
の
記
録
は
確
認
出
来
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
以
降
五
百
年
余
り
の
空
白
期
間
の
の
ち
、
晴
眼
の
演
誦

者
に
よ
っ
て
で
あ
る
が
、

　
　

イ
は
、
我
が
師
・
橋
本
敏
江
が
復
活
演
誦
を
完
結
、
私
も
同
様
に
完
結
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
私
は
、 

ロ 

の
「
三
十
日
連
続
」
に
よ
る
「
一
部
平
家
」
を
、

　

越
前
市
、
曹
洞
宗 

萬
象
山
御
誕
生
寺　

で
の
会
場
使
用
を
許
さ
れ
て
行
い
、
完
結
し
た
の
で
あ
る
。

　

橋
本
師
と
私
以
外
の
方
に
よ
る
、
近
年
の
「
一
部
平
家
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ま
ず
は
、「
一
部
平
家
」
を
行
う
に
つ
い
て
は
、

師
匠
よ
り
〈
平
曲
・
平
家
語
り
〉
の
す
べ
て
を
伝
授
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
出
来
な
い
は
ず
と
思
う
。
今
日
、
平
曲
を
盲
人
と
し
て

伝
承
の
方
は
お
一
人
だ
が
、
全
句
（
す
な
わ
ち
「
一
部
」）
を
伝
承
す
る
方
で
は
な
い
。
晴
眼
者
で
全
句
を
伝
受
の
方
は
、
全
国

で
十
五
名
ほ
ど
と
聞
い
て
い
る
が
、
私
の
知
る
限
り
で
は
、
断
続
的
な
「
一
部
平
家
」
を
行
っ
た
ら
し
き
方
一
名
、
現
在
継
続
中

の
方
二
名
の
よ
う
で
あ
る
。

　

私
は
、
橋
本
敏
江
師
の
教
え
、
演
誦
業
績
に
敬
意
を
表
し
な
が
ら
、
自
分
な
り
に
考
え
て
「
三
十
日
一
部
平
家
」
を
目
標
と
し
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た
。
し
か
し
、
断
続
的
で
あ
れ
連
日
で
あ
れ
「
一
部
平
家
」
が
ど
れ
ほ
ど
大
事
な
こ
と
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
必
要
か
も

し
れ
な
い
。注
１
た
だ
、
私
は
、
ま
ず
は
、
い
に
し
へ
の
〈
平
曲
・
平
家
語
り
〉
の
（
晴
眼
者
と
し
て
で
は
あ
る
が
）
追
体
験
が
大

事
だ
ろ
う
と
、
素
朴
に
思
っ
た
と
こ
ろ
が
出
発
点
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
は
、右
の
よ
う
な
比
較
的
簡
単
な
動
機
に
よ
る
目
標
を
、な
ん
と
か
実
行
で
き
た
こ
と
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。「
論
文
」

と
い
う
類
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
何
百
年
ほ
ど
か
前
に
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
き
演
誦
形
態
が
、
果
た
し
て
実
行
可
能
な
も

の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
、
実
験
的
証
明
の
よ
う
な
も
の
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
一
　「
三
十
日
一
部
平
家
」
の
準
備
　
　

　

既
に
「
一
部
平
家
の
む
か
し
い
ま
」
に
記
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
私
は
、
ま
ず
橋
本
敏
江
師
の
「
二
百
句
通
し
語
り
」
注
２
の

あ
と
を
慕
う
よ
う
な
形
で
、平
成
二
十
七
年
（
二
○
一
五
）
十
一
月
十
五
日
（
日
）
か
ら
断
続
演
奏
会
「
一
部
平
家
を
め
ざ
し
て
」

を
始
め
、
平
成
三
十
一
年
（
二
○
一
九
）
三
月
三
十
日
（
土
）
に
、
三
年
四
ヶ
月
全
66
回
で
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
会
場
は
、

神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
等
学
校
で
あ
っ
た
。「
三
十
日
一
部
平
家
」が
そ
の
昔
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、私
の「
一

部
平
家
を
め
ざ
し
て
」
開
始
時
点
で
は
、
そ
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
目
の
前
の
断
続
「
一
部
平
家
」
が
、
は

た
し
て
最
後
ま
で
行
け
る
か
に
集
中
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
の
会
を
半
年
ぐ
ら
い
続
け
て
ふ
と
思
い
つ
い
た
の
が
、

こ
れ
が
終
わ
っ
た
ら
そ
の
次
は
「
三
十
日
一
部
平
家
」
か
だ
っ
た
。

一
―
１
　
連
日
演
誦
の
試
み
　

　

た
だ
、
私
は
そ
れ
ま
で
に
、
三
十
日
と
言
わ
ぬ
ま
で
も
連
日
行
わ
れ
る
平
曲
演
誦
会
を
聴
い
た
こ
と
が
な
く
（
そ
う
い
う
会
は
、

な
か
っ
た
と
思
う
。
国
立
劇
場
で
の
平
曲
公
演
で
連
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
回
し
か
聴
き
に
行
っ
て
い
な
い
）
も
し
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「
三
十
日
一
部
平
家
」
を
行
う
と
な
れ
ば
、「
連
日
演
誦
」
と
い
う
こ
と
を
経
験
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
こ
と
も
、「
一

部
平
家
の
む
か
し
い
ま
」
の
注
13
に
書
い
た
が
、
再
掲
す
る
。

 　　

こ
れ
ら
は
、
六
日
連
続
が
最
も
長
か
っ
た
わ
け
だ
が
、「
三
十
日
」
の
実
際
の
予
行
演
習
に
つ
い
て
は
、
一
―
４　

に
記
す
。

一
―
２
　
会
場
お
よ
び
日
時
の
準
備
　

　
「
三
十
日
」
毎
日
使
用
で
き
る
会
場
は
、
な
か
な
か
あ
る
も
の
で
は
な
い
。（
聴
衆
が
い
ら
し
て
下
さ
る
か
ど
う
か
は
、
ほ
と
ん

ど
考
え
な
か
っ
た
。）
と
こ
ろ
が
、
私
の
初
発
の
計
画
を
、
櫻
井
是
真
和
尚
さ
ん
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
二
三
の
お
寺
が
可
能
ら
し

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
の
私
自
身
が
得
度
を
受
け
た

御ご

誕た
ん

生じ
ょ
う

寺じ

（
曹
洞
宗
の
太
祖
・
瑩
山
禅
師
の
生
誕
地
が
こ
の
近
く
と
い
う
の
で
の
寺
号
）
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

た
。

　

そ
の
時
の
御
住
職
・
板
橋
興
宗
禅
師
よ
り
お
許
し
を
い
た
だ
い
て
い
た
が
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
七
月
に

板
橋
禅
師
は
御
遷
化
な
さ
り
、
後
任
の
御
住
職
・
猪
苗
代
昭
順
師
か
ら
あ
ら
た
め
て
お
許
し
を
い
た
だ
い
た
。
令
和
三
年
秋
に
行

「
三
十
日
一
部
平
家
」
の
準
備
に
も
な
ろ
う
か
と
、
私
は
連
日
の
平
曲
演
誦
会
を
行
っ
て
来
て
い
る
。
会
場
は
、
い
ず
れ
も
東
京
両
国
の
「
江

島
杉
山
神
社
」（
江
戸
時
代
の
當
道
惣
録
屋
敷
に
隣
接
し
た
一
ツ
目
弁
天
社
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、

　
　
　
　

１
、「
平
家
の
都
落
ち
」（
四
夜
連
続
。
八
句
。
平
成
30
年
５
／
17
（
木
）～
20
（
日
））

　
　
　
　

２
、「
平
家
物
語
卷
第
九
を
語
る
」（
午
前
・
午
後
・
夜
、
三
日
。
二
十
句
。
平
成
30
年
11
／
20
（
火
）〜
22
（
木
））

　
　
　
　

３
、「
平
家
物
語
卷
第
十
一
を
語
る
」（
午
後
・
夜
、
三
日
。
十
八
句
。
令
和
元
年
５
／
17
（
金
）〜
19
（
日
））

　
　
　
　

４
、「
平
家
物
語
の
治
承
四
年
」（
午
後
・
夜
、
六
日
。
卷
第
四
・
五
、三
十
二
句
。
令
和
元
年
11
／
10
（
日
）〜
15
（
金
））
注
３
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お
う
と
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
も
あ
り
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
私
自
身
の
体
力
、
声
力
、
気
力
の
準
備
の

都
合
も
あ
り
、
出
来
る
だ
け
早
い
時
点
で
行
な
わ
な
け
れ
ば
と
考
え
た
。
令
和
四
年
が
、
わ
が
平
曲
の
師
・
橋
本
敏
江
の
七
回
忌

に
あ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
た
と
え
無
聴
衆
に
な
っ
た
と
し
て
も
行
う
こ
と
に
し
、
猪
苗
代
御
住
職
の
お
許
し
を
得
た
の
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
行
う
と
す
れ
ば
、
春
か
秋
か
と
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
橋
本
師
の
祥
月
命
日
が
十
月
二
十
四
日
な
の
で
、
こ
の
日
に

完
結
す
る
よ
う
に
日
日
の
計
画
を
立
て
、
開
始
日
は
九
月
二
十
五
日
（
日
）
と
な
っ
た
。　

一
―
３
　
広
報
　

　

日
程
の
決
定
か
ら
実
際
に
行
う
ま
で
の
期
間
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
平
曲
関
係

者
や
、私
の
平
曲
講
座
な
ど
の
機
会
に
、予
定
表
を
お
知
ら
せ
し
た
。
ま
たfacebook

「
一
ツ
目
弁
天
会
」
で
の
予
告
も
力
が
あ
っ

た
と
思
う
。
さ
ら
に
月
刊
「
邦
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
誌
に
、
各
地
の
催
し
も
の
を
紹
介
す
る
欄
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
思
い
が
け
な
く
「PICK

 U
P

」
と
い
う
欄
で
も
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
注
４

　
「
三
十
日
一
部
平
家
」
開
始
後
は
、「
御
誕
生
寺
」
と
「
一
ツ
目
弁
天
会
」
のfacebook

が
、連
日
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
り
、「
一

部
平
家
を
め
ざ
し
て
」
のfacebook

も
、
断
続
的
に
報
告
を
出
し
た
。

一
―
４
　「
三
十
日
一
部
平
家
」
の
予
行
演
習
　

　

現
在
に
伝
わ
る
平
曲
を
も
と
に
し
て
「
三
十
日
」
で
「
一
部
平
家
」
を
語
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
進
行
表
に
な
る
の
か
に

つ
い
て
、
私
は
「
一
部
平
家
の
む
か
し
い
ま
」
の
終
わ
り
に
「
三 

新
　「
三
十
日
連
日
演
誦
一
部
平
家
」
の
計
画
」
と
し
て
記
し

て
い
る
。
い
ま
、
こ
れ
の
再
掲
出
は
し
な
い
。

　

こ
の
計
画
の
載
っ
た
「
人
文
科
学
研
究
」
146
が
出
て
約
一
ヶ
月
後
、
ふ
と
思
い
つ
い
て
、
こ
の
計
画
を
も
と
に
第
二
案
を
作
り
、
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四
月
二
十
七
日
（
月
）
か
ら
開
始
し
て
行
っ
て
み
た
。
会
場
は
新
潟
大
学
の
教
室
で
、
た
ま
た
ま
コ
ロ
ナ
禍
で
全
学
的
に
対
面
授

業
が
封
鎖
さ
れ
た
の
を
、
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
無
聴
衆
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
、
私
と
し
て
は
、
計

画
通
り
「
毎
日
声
が
出
せ
る
か
」
が
一
番
の
目
標
で
あ
っ
た
。
挫
折
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
、「
ま
ず
は
始
め
て
」、
十
日

続
い
た
と
こ
ろ
でfacebook

「
一
部
平
家
を
め
ざ
し
て
」
に
報
告
し
、
次
の
十
日
で
ま
た
報
告
し
、
最
後
の
十
日
で
完
結
を
報

告
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
日
時
と
各
句
の
所
要
時
間
を
次
に
報
告
す
る
。
予
行
演
習
ご
と
き
を
公
的
に
記
す
こ
と
に
、
お
叱

り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
何
百
年
も
前
に
行
わ
れ
た
と
い
う
︿
連
日
の
一
部
平
家
語
り
﹀
が
再
現
可
能
か
ど
う
か
、

連
日
演
誦
で
な
く
て
も
「
一
部
平
家
」
は
な
か
な
か
難
し
い
の
だ
が
、「
三
十
日
」
連
日
と
な
れ
ば
さ
ら
に
難
し
く
、
本
番
の
た

め
に
は
予
行
演
習
が
必
須
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
報
告
が
、
後
の
演
誦
者
に
な
に
が
し
か
の
資
料
提
供
に
な
る
こ
と
が
あ

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

一
日
に
２
回
演
誦
（
①
②
と
し
て
あ
る
）
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
か
た
ま
り
の
演
誦
開
始
と
終
了
の
時
間
を
記
し
、
取
り
上
げ
た

句
の
実
際
に
か
か
っ
た
時
間
（
お
お
ま
か
な
分
単
位
）
を
括
弧
内
に
記
し
た
。

１
、
４
／
27
（
月
） 

卷
第
一
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

①
10
：
55
～
13
：
14　
「
祇
園
精
舎
」（
25
）、「
殿
上
闇
討
」（
36
）、「
鱸
」（
22
）、「
禿
童
」（
09
）、「
我
身
の
栄
花
」（
39
）

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
20
～
17
：
07　
「
妓
王
」（
107
）

２
、
４
／
28
（
火
）
①
10
：
56
～
12
：
32　
「
二
代
后
」（
37
）、「
額
打
論
」（
21
）、「
清
水
炎
上
」（
29
）

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
33
～
17
：
15　
「
殿
下
乗
合
」（
35
）、「
鹿
谷
」（
35
）、「
鵜
川
合
戦
」（
29
） 

３
、
４
／
29
（
水
）
①
11
：
50
～
13
：
42 　
「
願
立
」（
49
）、「
神
輿
振
」（
23
）、「
内
裏
炎
上
」（
32
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
卷
第
二
開
始　
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②
16
：
37
～
18
：
09　
「
座
主
流
」（
78
）、「
一
行
阿
闍
梨
」（
11
）

４
、
４
／
30
（
木
）
①
10
：
16
～
12
：
18　
「
西
光
被
斬
」（
45
）、「
小
教
訓
」（
61
）

　
　
　
　
　
　
　
　

②
16
：
47
～
18
：
15　
「
少
将
乞
請
」（
45
）、「
小
松
教
訓
」（
42
）

５
、
５
／
１
（
金
）
①
10
：
36
～
12
：
27　
「
烽
火
」（
43
）、「
新
大
納
言
被
流
」（
33
）、「
阿
古
屋
松
」（
29
） 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
30
～
17
：
13　
「
新
大
納
言
死
去
」（
40
）、「
徳
大
寺
厳
嶋
詣
」（
23
）、「
山
門
滅
亡
」（
37
）  

６
、
５
／
２
（
土
）
①
11
：
36
～
13
：
22　
「
善
光
寺
炎
上
」（
12
）、「
康
頼
祝
詞
」（
32
） 

、「
卒
都
婆
流
」（
35
）、「
蘇
武
」（
23
）

　
　
　
　
　
　
　
　
卷
第
三
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

②
16
：
02
～
18
：
27　
「
許
文
」（
32
）、「
足
摺
」（
39
）、「
御
産
卷
」（
30
）、「
公
卿
揃
」（
14
）、「
大
塔
建
立
」（
20
）

７
、
５
／
３
（
日
）
①
10
：
55
～
12
：
54　
「
頼
豪
」（
20
）、「
少
将
都
還
」（
53
）、「
有
王
嶋
下
」（
38
）   

　
　
　
　
　
　
　
　

②
14
：
45
～
17
：
03　
「
僧
都
死
去
」（
36
）、「
旋
風
」（
06
）、「
醫
師
問
答
」（
40
）、「
無
文
沙
汰
」（
15
）、「
燈
籠
」（
08
）、「
金
渡
」（
10
）    

８
、
５
／
４
（
月
）
①
11
：
03
～
12
：
35　
「
法
印
問
答
」（
37
）、「
大
臣
流
罪
」（
46
）

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
25
～
17
：
00　
「
行
隆
沙
汰
」（
17
）、「
法
皇
御
遷
幸
」（
30
）、「
城
南
離
宮
」（
39
）  

９
、
５
／
５
（
火
） 

卷
第
四
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

①
11
：
50
～
13
：
03　
「
厳
嶋
御
幸
」（
47
）、「
厳
島
還
御
」（
24
）

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
25
～
16
：
59　
「
源
氏
揃
」（
33
）、「
鼬
ノ
沙
汰
」（
12
）、「
信
連
合
戦
」（
36
）、「
高
倉
宮
園
城
寺
入
御
」（
09
）

10
、
５
／
６
（
水
）
①
10
：
57
～
12
：
41　
「
競
」（
45
）、「
山
門
牒
状
」（
10
）、「
南
都
牒
状
」（
14
）、「
南
都
返
牒
」（
24
）   

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
27
～
17
：
22　
「
大
衆
揃
」（
37
）、「
橋
合
戦
」（
36
）、「
宮
御
最
期
」（
38
） 

11
、
５
／
７
（
木
）
①
10
：
36
～
12
：
12　
「
若
宮
御
出
家
」（
33
）、「
鵺
」（
37
）、「
三
井
寺
炎
上
」（
22
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
卷
第
五
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

②
16
：
27
～
18
：
38　
「
都
遷
」（
39
）、「
新
都
沙
汰
」（
29
）、「
月
見
」（
32
）、「
物
怪
」（
26
）　　

12
、
５
／
８
（
金
）
①
11
：
18
～
12
：
33　
「
大
庭
早
馬
」（
08
）、「
朝
敵
揃
」（
17
）、「
咸
陽
宮
」（
47
）  
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②
15
：
35
～
17
：
32　
「
文
覚
強
行
」（
25
）、「
勧
進
帳
」（
24
）、「
文
覚
被
流
」（
28
）、「
伊
豆
院
宣
」（
23
）

13
、
５
／
９
（
土
）
①
11
：
17
～
12
：
46　
「
東
國
下
向
」（
29
）、「
冨
士
川
」（
25
）、「
五
節
沙
汰
」（
28
）   

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
21
～
16
：
22　
「
都
還
」（
12
）、「
奈
良
炎
燒
」（
48
）

14
、
５
／
10
（
日
）
卷
第
六
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

①
10
：
38
～
13
：
38　
「
新
院
崩
御
」（
23
）、「
紅
葉
」（
27
）、「
葵
前
」（
13
）、「
小
督
」（
71
） 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
24
～
16
：
46　
「
廻
シ
文
」（
13
）、「
飛
脚
到
来
」（
14
）、「
入
道
逝
去
」（
37
）  

15
、
５
／
11
（
月
）
①
11
：
19
～
12
：
36　
「
経
ノ
島
」（
12
）、「
慈
心
坊
」（
35
）、「
祇
園
女
御
」（
23
） 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
31
～
16
：
39　
「
洲
胯
合
戦
」（
23
）、「
喘
涸
聲
」（
16
）、「
横
田
河
原
合
戦
」（
26
）  

16
、
５
／
12
（
火
） 

卷
第
七
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

①
10
：
41
～
12
：
33　
「
北
國
下
向
」（
17
）、「
竹
生
島
詣
」（
22
）、「
燧
合
戦
」（
26
）、「
木
曽
願
書
」（
39
）

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
23
～
17
：
10　
「
倶
利
迦
羅
落
」（
23
）、「
篠
原
合
戦
」（
26
）、「
實
盛
最
期
」（
30
）、「
還
亡
」（
19
）

17
、
５
／
13
（
水
）
①
10
：
05
～
11
：
19　
「
木
曽
山
門
牒
状
」（
27
）、「
山
門
返
牒
」（
16
）、「
平
家
連
署
願
書
」（
28
）  

　
　
　
　
　
　
　
　

②
14
：
27
～
16
：
33　
「
主
上
都
落
」（
42
）、「
惟
盛
都
落
」（
34
）、「
聖
主
臨
幸
」（
21
）、「
忠
度
都
落
」（
22
） 

18
、
５
／
14
（
木
）
①
9
：
46
～
11
：
48　
「
経
正
都
落
」（
23
）、「
青
山
」（
18
）、「
一
門
都
落
」（
45
）、「
福
原
落
」（
29
）  

　
　
　
　
　
　
　
　
卷
第
八
開
始
　

　
　
　
　
　
　
　
　

②
16
：
37
～
18
：
21　
「
山
門
御
幸
」（
36
）、「
那
都
羅
」（
35
）、「
宇
佐
行
幸
」（
29
）  

19
、
５
／
15
（
金
）
①
11
：
25
～
13
：
09　
「
緒
環
」（
13
）、「
太
宰
府
落
」（
47
）、「
征
夷
将
軍
院
宣
」（
22
）、「
猫
間
」（
14
） 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
08
～
16
：
22　
「
水
島
合
戦
」（
11
）、「
瀬
尾
最
期
」（
40
）、「
室
山
合
戦
」（
14
）   

20
、
５
／
16
（
土
）
①
10
：
58
～
12
：
28　
「
皷
判
官
」（
10
）、「
法
住
寺
合
戦
」（
77
）

　
　
　
　
　
　
　
　
卷
第
九
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
33
～
17
：
05　
「
小
朝
拝
」（
14
）、「
生
食
」（
21
）、「
宇
治
川
」（
34
）   
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21
、
５
／
17
（
日
）
①
11
：
20
～
13
：
08　
「
河
原
合
戦
」（
27
）、「
木
曽
最
期
」（
42
）、「
樋
口
被
斬
」（
36
）

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
14
～
17
：
16　
「
六
箇
度
合
戦
」（
28
）、「
三
草
勢
揃
」（
37
）、「
三
草
合
戦
」（
15
）、「
老
馬
」（
35
） 

22
、
５
／
18
（
月
）
①
11
：
00
～
12
：
32　
「
一
二
駈
」（
36
）、「
二
度
驅
」（
27
）、「
坂
落
」（
19
）

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
21
～
16
：
57　
「
盛
俊
最
期
」（
17
）、「
忠
度
最
期
」（
14
）、「
重
衡
生
擒
」（
15
）、「
敦
盛
最
期
」（
22
）、「
濱
軍
」（
22
） 

23
、
５
／
19
（
火
）
①
11
：
24
～
13
：
00　
「
落
足
」（
24
）、「
小
宰
相
」（
71
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
卷
第
十
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
35
～
17
：
35　
「
頸
渡
」（
34
）、「
内
裏
女
房
」（
42
）、「
八
島
院
宣
」（
07
）、「
請
文
」（
32
）

24
、
５
／
20
（
水
）
①
10
：
46
～
12
：
53　
「
戒
文
」（
30
）、「
海
道
下
」（
42
）、「
千
壽
」（
49
） 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
30
～
17
：
43　
「
横
笛
」（
37
）、「
高
野
卷
」（
24
）、「
惟
盛
出
家
」（
36
）、「
熊
野
参
詣
」（
31
）　

25
、
５
／
21
（
木
）
①
10
：
34
～
12
：
02　
「
惟
盛
入
水
」（
36
）、「
三
日
平
氏
」（
35
）、「
北
方
出
家
」（
12
）  

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
42
～
16
：
38　
「
藤
戸
」（
39
）、「
大
嘗
會
沙
汰
」（
16
）

26
、
５
／
22
（
金
） 

卷
第
十
一
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

①
10
：
56
～
12
：
39　
「
逆
櫓
」（
33
）、「
勝
浦
合
戦
」（
12
）、「
大
坂
越
」（
19
）、「
嗣
信
最
期
」（
33
） 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
34
～
16
：
50　
「
奈
須
与
市
」（
26
）、「
弓
流
」（
22
）、「
志
渡
合
戦
」（
25
） 

27
、
５
／
23
（
土
）
①
11
：
28
～
13
：
23　
「
鶏
合
」（
20
）、「
壇
浦
合
戦
」（
15
）、「
遠
矢
」（
14
）、「
先
帝
御
入
水
」（
34
）、「
能
登
殿
最
期
」（
26
）

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
38
～
17
：
31　
「
内
侍
所
都
入
」（
32
）、「
一
門
大
路
被
渡
」（
28
）、「
平
大
納
言
文
沙
汰
」（
08
）、「
副
将
被
斬
」（
40
）  

28
、
５
／
24
（
日
）
①
10
：
42
～
11
：
56　
「
腰
越
」（
33
）、「
大
臣
殿
誅
罸
」（
39
）

　
　
　
　
　
　
　
　
卷
第
十
二
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

②
14
：
38
～
16
：
30　
「
重
衡
被
斬
」（
52
）、「
大
地
震
」（
22
）、「
紺
掻
」（
10
）、「
平
大
納
言
被
流
」（
22
）

29
、
５
／
25
（
月
）
①
10
：
39
～
11
：
41　
「
土
佐
坊
被
斬
」（
26
）、「
判
官
都
落
」（
23
）、「
吉
田
大
納
言
沙
汰
」（
08
） 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
15
～
17
：
41　
「
六
代
乞
請
」（
95
）、「
泊
瀬
六
代
」（
13
）、「
六
代
被
斬
」（
27
）  
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開
始
時
間
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
り
、①
と
②
の
間
を
比
較
的
た
っ
ぷ
り
だ
っ
た
の
は
、そ
の
日
そ
の
日
の
私
の
諸
事
情
に
よ
っ

た
た
め
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
「
声
が
続
く
の
か
」
が
最
大
唯
一
の
目
標
で
あ
っ
た
。

二
　
本
番
の
「
三
十
日
一
部
平
家
」
の
計
画
　
　

　

予
行
演
習
を
も
と
に
た
て
た
、
本
番
の
計
画
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

連
日
、
①
は
十
時
開
始
、
②
は
十
三
時
三
十
分
開
始
、
入
場
無
料
。
①
と
②
の
間
（
昼
食
。
休
憩
）
を
予
行
演
習
よ
り
も
短
く
し

た
の
は
、
御
誕
生
寺
の
夕
方
の
お
勤
め
に
差
し
障
り
の
な
い
よ
う
に
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
各
句
の
（ 

）
内
の
数
字
は
、「
予

行
演
習
」
時
の
演
誦
時
間
。
使
用
譜
本
は
、
尾
﨑
家
本
『
平
家
正ま

節ぶ
し

』。
琵
琶
は
、
寛
永
二
十
年
（
1643
）
作
。
解
説
ナ
シ
。
尾
﨑

家
本
『
平
家
正
節
』
の
各
句
を
物
語
順
に
並
べ
直
し
た
「
平
家
正
節
に
よ
る
平
家
物
語
」
と
題
す
る
印
刷
物
を
配
布
。
各
句
間
の

休
憩
は
、
５
分
程
度
。

１
、
９
／
25
（
日
）　
卷
第
一
開
始　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

①
「
祇
園
精
舎
」（
25
）、「
殿
上
闇
討
」（
36
）、「
鱸
」（
22
）、「
禿
童
」（
09
）、「
我
身
の
栄
花
」（
39
）　

12
：
31 

終
了
予
定 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
妓
王
」（
107
）　

15
：
17 

終
了
予
定　

２
、
９
／
26
（
月
）
①
「
二
代
后
」（
37
）、「
額
打
論
」（
21
）、「
清
水
炎
上
」（
29
）　

11
：
37 
終
了
予
定　

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
殿
下
乗
合
」（
35
）、「
鹿
谷
」（
35
）、「
鵜
川
合
戦
」（
29
）　

15
：
19 
終
了
予
定

30
、
５
／
26
（
火
）
灌
頂
卷　

　
　
　
　
　
　
　
　

①
10
：
28
～
12
：
39　
「
女
院
御
出
家
」（
39
）、「
小
原
入
御
」（
32
）、「
小
原
御
幸
」（
56
） 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
15
：
46
～
17
：
20　
「
六
道
」（
60
）、「
御
徃
生
」（
31
）  
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３
、
９
／
27
（
火
）
①
「
願
立
」（
49
）、「
神
輿
振
」（
23
）、「
内
裏
炎
上
」（
32
）　

11
：
54 

終
了
予
定　

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卷
第
二
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
座
主
流
」（
78
）、「
一
行
阿
闍
梨
」（
11
）　

15
：
04 

終
了
予
定

４
、
９
／
28
（
水
）
①
「
西
光
被
斬
」（
45
）、「
小
教
訓
」（
61
）  

11
：
51 

終
了
予
定　

  

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
少
将
乞
請
」（
45
）、「
小
松
教
訓
」（
42
）　

15
：
02 

終
了
予
定

５
、
９
／
29
（
木
）
①
「
烽
火
」（
43
）、「
新
大
納
言
被
流
」（
33
）、「
阿
古
屋
松
」（
29
）　

11
：
55 

終
了
予
定 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
新
大
納
言
死
去
」（
40
）、「
徳
大
寺
厳
嶋
詣
」（
23
）、「
山
門
滅
亡
」（
37
）  

15
：
20 

終
了
予
定

６
、
９
／
30
（
金
）
①
「
善
光
寺
炎
上
」（
12
）、「
康
頼
祝
詞
」（
32
） 

、「
卒
都
婆
流
」（
35
）、「
蘇
武
」（
23
）　

11
：
57 

終
了
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卷
第
三
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
許
文
」（
32
）、「
足
摺
」（
39
）、「
御
産
卷
」（
30
）、「
公
卿
揃
」（
14
）、「
大
塔
建
立
」（
20
）　

16
：
05 

終
了
予
定 

７
、
10
／
１
（
土
）
①
「
頼
豪
」（
20
）、「
少
将
都
還
」（
53
）、「
有
王
嶋
下
」（
38
）　

12
：
01 

終
了
予
定　

  

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
僧
都
死
去
」（
36
）、「
旋
風
」（
06
）、「
醫
師
問
答
」（
40
）、「
無
文
沙
汰
」（
15
）、「
燈
籠
」（
08
）、 「
金
渡
」（
10
） 

15
：
50 

終
了
予
定  

８
、
10
／
２
（
日
）
①
「
法
印
問
答
」（
37
）、「
大
臣
流
罪
」（
46
）　

11
：
28 

終
了
予
定 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
行
隆
沙
汰
」（
17
）、「
法
皇
御
遷
幸
」（
30
）、「
城
南
離
宮
」（
39
）  

15
：
06 

終
了
予
定

９
、
10
／
３
（
月
）　
卷
第
四
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

①
「
厳
嶋
御
幸
」（
47
）、「
厳
島
還
御
」（
24
）  
11
：
16 

終
了
予
定　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
源
氏
揃
」（
33
）、「
鼬
ノ
沙
汰
」（
12
）、「
信
連
合
戦
」（
36
）、「
高
倉
宮
園
城
寺
入
御
」（
09
）　 

15
：
15 

終
了
予
定

10
、
10
／
４
（
火
）
①
「
競
」（
45
）、「
山
門
牒
状
」（
10
）、「
南
都
牒
状
」（
14
）、「
南
都
返
牒
」（
24
）　

11
：
48 

終
了
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
大
衆
揃
」（
37
）、「
橋
合
戦
」（
36
）、「
宮
御
最
期
」（
38
）　

15
：
31 

終
了
予
定

11
、
10
／
５
（
水
）
①
「
若
宮
御
出
家
」（
33
）、「
鵺
」（
37
）、「
三
井
寺
炎
上
」（
22
）　

11
：
42 
終
了
予
定　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卷
第
五
開
始　
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②
「
都
遷
」（
39
）、「
新
都
沙
汰
」（
29
）、「
月
見
」（
32
）、「
物
怪
」（
26
）　

15
：
51 

終
了
予
定

12
、
10
／
６
（
木
）
①
「
大
庭
早
馬
」（
08
）、「
朝
敵
揃
」（
17
）、「
咸
陽
宮
」（
47
）　

11
：
22 

終
了
予
定　

 
　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
文
覚
強
行
」（
25
）、「
勧
進
帳
」（
24
）、「
文
覚
被
流
」（
28
）、「
伊
豆
院
宣
」（
23
）　

15
：
25 

終
了
予
定

13
、
10
／
７
（
金
）
①
「
東
國
下
向
」（
29
）、「
冨
士
川
」（
25
）、「
五
節
沙
汰
」（
28
）　

11
：
32 

終
了
予
定　

   

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
都
還
」（
12
）、「
奈
良
炎
燒
」（
48
）　

14
：
35 

終
了
予
定

14
、
10
／
8
（
土
）　
卷
第
六
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

①
「
新
院
崩
御
」（
23
）、「
紅
葉
」（
27
）、「
葵
前
」（
13
）、「
小
督
」（
71
） 

12
：
29 

終
了
予
定 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
廻
シ
文
」（
13
）、「
飛
脚
到
来
」（
14
）、「
入
道
逝
去
」（
37
）  

14
：
44 

終
了
予
定

15
、
10
／
9
（
日
）
①
「
経
ノ
島
」（
12
）、「
慈
心
坊
」（
35
）、「
祇
園
女
御
」（
23
）　

11
：
20 

終
了
予
定　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
洲
胯
合
戦
」（
23
）、「
喘
涸
聲
」（
16
）、「
横
田
河
原
合
戦
」（
26
）　

14
：
45 

終
了
予
定

16
、
10
／
10
（
月
）　
卷
第
七
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　

①
「
北
國
下
向
」（
17
）、「
竹
生
島
詣
」（
22
）、「
燧
合
戦
」（
26
）、「
木
曽
願
書
」（
39
）　

11
：
59 

終
了
予
定 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
倶
利
迦
羅
落
」（
23
）、「
篠
原
合
戦
」（
26
）、「
實
盛
最
期
」（
30
）、「
還
亡
」（
19
）　

15
：
23 

終
了
予
定

17
、
10
／
11
（
火
）
①
「
木
曽
山
門
牒
状
」（
27
）、「
山
門
返
牒
」（
16
）、「
平
家
連
署
願
書
」（
28
）　

11
：
21 

終
了
予
定 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
主
上
都
落
」（
42
）、「
惟
盛
都
落
」（
34
）、「
聖
主
臨
幸
」（
21
）、「
忠
度
都
落
」（
22
）　

15
：
44 

終
了
予
定

18
、
10
／
12
（
水
）
①
「
経
正
都
落
」（
23
）、「
青
山
」（
18
）、「
一
門
都
落
」（
45
）、「
福
原
落
」（
29
） 

12
：
10 

終
了
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卷
第
八
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
山
門
御
幸
」（
36
）、「
那
都
羅
」（
35
）、「
宇
佐
行
幸
」（
29
）　

15
：
20 

終
了
予
定

19
、
10
／
13
（
木
）
①
「
緒
環
」（
13
）、「
太
宰
府
落
」（
47
）、「
征
夷
将
軍
院
宣
」（
22
）、「
猫
間
」（
14
） 　

11
：
51 

終
了
予
定 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
水
島
合
戦
」（
11
）、「
瀬
尾
最
期
」（
40
）、「
室
山
合
戦
」（
14
）   
14
：
45 

終
了
予
定

20
、
10
／
14
（
金
）
①
「
皷
判
官
」（
10
）、「
法
住
寺
合
戦
」（
77
）　

11
：
32 

終
了
予
定　
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卷
第
九
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
小
朝
拝
」（
14
）、「
生
食
」（
21
）、「
宇
治
川
」（
34
）   

14
：
49 

終
了
予
定

21
、
10
／
15
（
土
）
①
「
河
原
合
戦
」（
27
）、「
木
曽
最
期
」（
42
）、「
樋
口
被
斬
」（
36
）　

11
：
55 

終
了
予
定　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
六
箇
度
合
戦
」（
28
）、「
三
草
勢
揃
」（
37
）、「
三
草
合
戦
」（
15
）、「
老
馬
」（
35
）　

15
：
40 

終
了
予
定

22
、
10
／
16
（
日
）
①
「
一
二
駈
」（
36
）、「
二
度
驅
」（
27
）、「
坂
落
」（
19
）　

11
：
32 

終
了
予
定　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
盛
俊
最
期
」（
17
）、「
忠
度
最
期
」（
14
）、「
重
衡
生
擒
」（
15
）、「
敦
盛
最
期
」（
22
）、「
濱
軍
」（
22
）   

15
：
20 

終
了
予
定

23
、
10
／
17
（
月
）
①
「
落
足
」（
24
）、「
小
宰
相
」（
71
）　

11
：
40 

終
了
予
定　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卷
第
十
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
頸
渡
」（
34
）、「
内
裏
女
房
」（
42
）、「
八
島
院
宣
」（
07
）、「
請
文
」（
32
）　

15
：
40 

終
了
予
定

24
、
10
／
18
（
火
）
①
「
戒
文
」（
30
）、「
海
道
下
」（
42
）、「
千
壽
」（
49
） 　

12
：
11 

終
了
予
定　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
横
笛
」（
37
）、「
高
野
卷
」（
24
）、「
惟
盛
出
家
」（
36
）、「
熊
野
参
詣
」（
31
）　

15
：
53 

終
了
予
定

25
、
10
／
19
（
水
）
①
「
惟
盛
入
水
」（
36
）、「
三
日
平
氏
」（
35
）、「
北
方
出
家
」（
12
）  

11
：
33 

終
了
予
定　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
藤
戸
」（
39
）、「
大
嘗
會
沙
汰
」（
16
）　

14
：
30 

終
了
予
定

26
、
10
／
20
（
木
）　
卷
第
十
一
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

①
「
逆
櫓
」（
33
）、「
勝
浦
合
戦
」（
12
）、「
大
坂
越
」（
19
）、「
嗣
信
最
期
」（
33
）　

11
：
52 

終
了
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
奈
須
与
市
」（
26
）、「
弓
流
」（
22
）、「
志
渡
合
戦
」（
25
）  

14
：
53 

終
了
予
定

27
、
10
／
21
（
金
）
①
「
鶏
合
」（
20
）、「
壇
浦
合
戦
」（
15
）、「
遠
矢
」（
14
）、「
先
帝
御
入
水
」（
34
）、 「
能
登
殿
最
期
」（
26
）　

12
：
09 

終
了
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
内
侍
所
都
入
」（
32
）、「
一
門
大
路
被
渡
」（
28
）、「
平
大
納
言
文
沙
汰
」（
08
）、「
副
将
被
斬
」（
40
）　

15
：
33 

終
了
予
定

28
、
10
／
22
（
土
）
①
「
腰
越
」（
33
）、「
大
臣
殿
誅
罸
」（
39
）　

11
：
17 

終
了
予
定　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卷
第
十
二
開
始　

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
重
衡
被
斬
」（
52
）、「
大
地
震
」（
22
）、「
紺
掻
」（
10
）、「
平
大
納
言
被
流
」（
22
）　

15
：
31 

終
了
予
定
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右
の
計
画
の
時
間
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
総
時
間
（
演
誦
の
み
の
）
は
、
五
七
四
五
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
、九
八
九
…
…

日
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
「
一
部
平
家
」
を
、
私
が
休
憩
ナ
シ
で
語
り
続
け
る
場
合
、
完
結
ま
で
に
ほ
ぼ
４
日
か
か
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
総
時
間
を
30
日
で
割
れ
ば
、
１
日
191
．
５
分
で
、
１
日
２
回
演
誦
の
計
画
で
あ
る
か
ら
、
１
回
は
95
．
75
分
と

な
る
。
こ
れ
ら
の
足
し
算
割
り
算
に
は
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
思
う
。
そ
の
日
そ
の
日
で
、
長
か
っ
た
り
短
か
っ
た
り
す
る
の

で
あ
る
か
ら
。
１
回
の
演
誦
時
間
が
長
い
の
は
130
分
台
で
、
第
１
日
の
①
（
131
分
）、
第
６
日
の
②
（
135
分
）、
第
14
日
の
①
（
134

分
）、
第
29
日
の
②
（
135
分
）
で
あ
り
、
短
い
の
は
50
分
台
で
、
第
25
日
の
②
（
55
分
）、
第
29
日
の
①
（
55
分
）
で
あ
る
。   

三
　
本
番
「
三
十
日
一
部
平
家
」
の
実
際
　

　

ま
ず
は
、
右
の
計
画
に
つ
い
て
、
全
195
句
（「
一
部
」
195
句
）
ほ
ぼ
計
画
通
り
進
行
し
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
特
に
①
と
②

の
開
始
時
間
は
守
る
こ
と
が
出
来
た
。
各
句
の
予
定
の
時
間
は
、
時
に
少
し
長
く
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
大
半
は
予
定
通
り
で
、

短
く
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
会
場
は
、
日
曜
日
は
本
堂
、
他
は
坐
禅
堂
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
体
験
を
通
し
て
気
が
つ
い
た
こ
と
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
き
た
い
。

イ
、
予
行
演
習
の
時
は
、
そ
れ
ほ
ど
と
思
わ
な
か
っ
た
が
、
な
に
し
ろ
「
物
語
」
が
ど
ん
ど
ん
進
む
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る

29
、
10
／
23
（
日
）
①
「
土
佐
坊
被
斬
」（
26
）、「
判
官
都
落
」（
23
）、「
吉
田
大
納
言
沙
汰
」（
08
）　

11
：
07 

終
了
予
定 

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
六
代
乞
請
」（
95
）、「
泊
瀬
六
代
」（
13
）、「
六
代
被
斬
」（
27
）　

15
：
55 

終
了
予
定

30
、
10
／
24
（
月
）　
灌
頂
卷
　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

①
「
女
院
御
出
家
」（
39
）、「
小
原
入
御
」（
32
）、「
小
原
御
幸
」（
56
）　

12
：
17 

終
了
予
定　

  

　
　
　
　
　
　
　
　

②
「
六
道
」（
60
）、「
御
徃
生
」（
31
）  

15
：
06 

終
了
予
定
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が
、
一
句
一
句
を
着
実
に
語
り
な
が
ら
、
次
か
ら
次
へ
と
物
語
が
進
む
、
物
語
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
演
誦
者
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
、
物
語
世
界
を
よ
く
分
か
っ
て
い
る
は
ず
で
は
あ
っ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
印
象
深
か
っ
た
の
は
（
と
言
っ
て
も
、
一
句
一
話

題
に
と
ど
ま
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
の
だ
が
）
藤
原
成
親
関
係
、
成
親
成
経
父
子
関
係
の
「
盛
者
必
衰
」
の
物
語
で
あ
っ
た
。

ハ
、
断
続
的
一
部
平
家
の
場
合
は
、
物
語
は
物
語
順
に
進
む
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
を
そ
れ
ぞ
れ
に
準
備
し
直
し
て
、
演

誦
の
場
に
臨
む
こ
と
が
出
来
る
の
だ
が
、
連
日
と
な
れ
ば
、
毎
日
の
準
備
で
は
時
間
が
十
分
に
と
れ
な
い
。
三
十
日
開
始
前

に
相
当
程
度
の
準
備
習
熟
が
必
要
で
あ
る
。
晴
眼
者
は
、「
音
譜
本
」
を
も
と
に
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
使

用
す
る
「
音
譜
本
」
の
準
備
を
入
念
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
が
、
よ
く
よ
く
わ
か
っ
た
。

ニ
、
私
の
目
標
は
、
昔
の
「
三
十
日
一
部
平
家
」
の
（
晴
眼
者
で
は
あ
る
も
の
の
）
追
体
験
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
終

わ
っ
て
か
ら
気
が
つ
い
た
の
は
、
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
平
曲
で
も
、「
三
十
日
」
で
「
一
部
」
を
、「
ひ
と
り
」
で
で
も
、

出
来
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
気
が
つ
く
こ
と
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
室
町
時
代
の
語
り
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
今
よ
り
は
速

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
向
き
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
一
日
に
可
能
な
発
声
時
間
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
差
を
考
え
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
少
く
と
も
そ
の
こ
と
の
参
考
資
料
の
ひ
と
つ
に

な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。　

四
　「
三
十
日
一
部
平
家
」
の
今
後
　

　

我
が
師
・
橋
本
敏
江
は
、
御
自
身
の
「
一
部
平
家
（
二
百
句
通
し
語
り
）」
を
終
え
た
あ
と
ぐ
ら
い
か
ら
だ
と
思
う
が
、「
た
だ

ひ
た
す
ら
平
家
を
語
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
橋
本
先
生
は
、
平
曲
は
「
聴
か
せ
ど
こ
ろ
」
を
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抜
き
出
し
て
語
る
の
が
普
通
だ
っ
た
時
代
に
「
一
句
通
し
語
り
」
の
自
主
公
演
を
続
け
、「
一
部
平
家
」
の
再
現
へ
と
進
ま
れ
た

わ
け
だ
が
、「
平
家
物
語
」
の
〈
語
り
〉
の
長
編
性
と
で
も
い
う
べ
き
こ
と
に
、
御
自
身
の
体
験
を
通
し
て
深
く
お
気
づ
き
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
私
も
及
ば
ず
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、「
断
続
的
一
部
平
家
」
を
、
そ
し
て
「
三
十
日
一
部
平
家
」
を
行
っ
て
み

た
結
果
、
そ
の
境
地
が
か
す
か
な
が
ら
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
と
思
う
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
、
ま
た
平
曲
譜
本
を
材
料
に
し
て
の
「
文
学
」
と
「
音
楽
」
の
関
係
に
つ
い
て
の
最
近
の
試
掘
を
通
じ
て
、

私
も
（
と
言
っ
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
が
）
延
々
と
続
く
〈
語
り
〉
が
本
来
的
な
〈
平
曲
・
平
家
語
り
〉
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
今
日
で
は
一
般
の
聴
衆
の
受
け
容
れ
る
も
の
で
は
な
く
な
る
大
き
な
要
素
で
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
本
来
的
な
伝
統
を
、
絶
や
さ
な
い
こ
と
は
大
事
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
日
本
の
叙
事
詩
的
世
界
の
、
叙
事
詩
的
演
誦
の
継

承
で
あ
る
。
し
か
し
、「
断
続
的
」
に
せ
よ
「
連
日
」
に
せ
よ
「
一
部
平
家
」
は
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
実
行
に
は
支
障
が
多
い
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

お
わ
り
に
　

　

こ
の
た
び
の
「
三
十
日
連
続
演
誦
に
よ
る
一
部
平
家
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

越
前
市　

曹
洞
宗　

萬
象
山
御
誕
生
寺　

前
御
住
職　

板
橋
興
宗
禅
師　

現
御
住
職　

猪
苗
代
昭
順
老
師　

曹
源
寺 

御
住
職 

奥
嶋
佛
心
老
師

浄
土
真
宗 

城
福
寺 

御
住
職  

池
修
先
生　
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深
甚
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
曲
演
誦
の
基
本
の
譜
本
『
平
家
正
節
』
の
制
定
者
・
荻
野
知
一
検
校
の
御
子
孫
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
、

名
古
屋
・
月
見
ヶ
岡
文
芸
舎
（
荻
野
検
校
顕
彰
会
あ
ら
た
め
）
の　

尾
﨑
正
忠
先
生
、
尾
﨑
史
忠
様
よ
り
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

髙
橋
秀
樹
様
、
髙
橋
歩
様
、
大
浦
和
子
様
、
ウ
ェ
ル
ズ
恵
子
様
、
田
中
隆
文
様
、
寺
尾
仁
様
、
寺
尾
知
香
子
様
、
川
瀬
健
一
様
、

御
誕
生
寺
の
猫
に
会
い
に
き
て
私
の
方
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
温
か
な
御
理
解
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

櫻
井
是
真
師
、
荒
井
今
日
子
さ
ん
は
、
連
日
こ
ま
や
か
に
御
配
慮
く
だ
さ
り
、
私
の
演
誦
の
録
画
を
は
じ
め
、
御
来
聴
の
方
々
へ

の
御
案
内
な
ど
な
ど
、
大
き
く
支
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
三
人
の
娘
た
ち
か
ら
も
後
押
し
を
得
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
平
曲
伝
承
の
先
人
の
思
い
を
偲
び
、
我
が
師

橋
本
敏
江
先
生
、
館
山
宣
昭
先
生
の
教
え
を
か
み
し
め
て
お
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
お
力
の
御
蔭
に
よ
り
ま
し
て
、「
三
十
日
一
部
平
家
」
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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最
終
日
に
、

御
誕
生
寺
よ
り
、

完
結
の
証
明
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

注　１　
『
西
海
餘
滴
集
』
の
「
一　

音
曲
は
是
錦
端
」
に

　
「
一
部
通
さ
る
人
の
音
曲
を
せ
ぬ
事
也
と
言
は
、
惡
き
ふ
し
也
。
夫
錦
の
き
れ
は
す
こ
し
に
て
も
用
に
立
か
こ
と
し
。
よ
き
音
曲
を
能
覺

た
ら
は
、
初
心
の
人
た
り
と
云
共
、
其
座
敷
の
興
に
乘
し
時
の
盬
に
戴
た
る
お
り
ふ
し
に
は
、
い
く
つ
も
す
へ
し
。
一
部
通
し
た
る
と
云
藝

者
な
り
共
、
そ
の
人
に
よ
り
て
音
曲
不
可
似
合
。
さ
れ
は
平
家
覺
平
家
語
平
家
か
そ
へ
と
て
品
々
是
あ
り
。
假
令
は
千
貫
持
と
云
人
の
な
か

に
淸
錢
も
ち
た
る
も
あ
り
、惡
錢
所
持
す
る
も
あ
り
、金
錢
銀
錢
た
く
は
へ
た
る
輩
も
有
、千
貫
と
云
名
は
か
わ
ら
ね
と
も
、茣
太
の
差
別
有
。

さ
れ
は
千
貫
の
惡
錢
も
壹
貫
の
金
錢
に
は
不
可
及
。
そ
の
こ
と
く
一
言
一
句
も
よ
き
師
に
あ
ひ
て
、
能
事
を
聞
な
ら
は
可
保
也
。
と
、
慥
に

師
説
に
受
侍
り
ぬ
。」（
古
典
文
庫
109
。
30 

31
頁
）
と
あ
る
。
文
意
の
取
り
に
く
い
箇
所
や
用
字
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

底
本
と
の
照
合
が
出
来
な
い
の
で
、古
典
文
庫
の
翻
字
に
よ
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
が
、「
平
曲
を
す
べ
て
伝
受
し
、一
部
平
家
を
行
っ
た
人
」

と
「
ま
だ
伝
受
の
途
中
の
人
」
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
誦
に
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
に
対
す
る
誡
め
を
述
べ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
誤
読
を

お
そ
れ
な
が
ら
も
、
私
訳
を
試
み
る
。

「
一
部
通
す
」
と
い
う
こ
と
は
、「
全
句
伝
受
」
の
意
味
で
、
演
誦
と
し
て
「
一
部
平
家
」
を
行
っ
た
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、「
一
部
平
家
を
行
っ
た
」
意
と
し
て
訳
す
こ
と
に
す
る
。
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「
一
部
平
家
を
行
っ
て
い
な
い
人
は
、平
曲
演
誦
を
行
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
は
、良
く
な
い
考
え
で
あ
る
。
そ
れ
、錦
の
切
れ
端
で
も
、　　

役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
ば
ら
し
い
演
誦
を
（
師
匠
か
ら
受
け
継
い
で
）
よ
く
覚
え
て
（
演
誦
）
す
る
な
ら

ば
、（
平
曲
修
行
の
日
が
）
浅
い
人
で
あ
っ
て
も
、（
ど
な
た
か
に
呼
ば
れ
て
の
）
平
曲
（
演
誦
）
の
座
敷
の
盛
り
上
が
り
に
乗
っ
た
り
、
そ

の
場
の
雰
囲
気
に
乗
っ
た
り
す
る
時
は
、（
初
心
の
人
で
あ
っ
て
も
）
何
句
で
も
語
る
の
は
い
い
こ
と
だ
。「
一
部
平
家
」
を
行
っ
た
と
い
う

演
誦
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
そ
の
人
で
、
演
誦
の
出
来
具
合
や
（
そ
の
場
で
の
）
適
合
が
う
ま
く
出
来
な
い
こ
と
が
あ
る
。

従
っ
て
、「
平
家
覺

（
お
ぼ
へ
）」「
平
家
語
（
が
た
り
）」「
平
家
か（

数

）

そ
へ
」
と
言
っ
て
、（
平
家
物
語
の
演
誦
に
は
）
さ
ま
ざ
ま
な
（
出
来
栄
え
の
）
姿
が
あ
る
。

た
と
え
て
言
う
な
ら
ば
、「
千
貫
（
の
お
金
を
）
持
っ
て
い
る
（
金
持
ち
）」
と
い
う
（
何
人
か
の
）
人
の
中
で
、
良
質
の
錢
を
持
っ
て
い
る

者
も
い
れ
ば
、粗
悪
な
錢
を
持
っ
て
い
る
者
も
い
る
。
金
貨
や
銀
貨
を
貯
め
て
い
る
者
も
い
る
。「
千
貫
」と
い
う
こ
と
に
は
違
い
が
な
い
が
、

（
内
実
は
）
と
て
も
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
従
っ
て
、
千
貫
の
粗
悪
な
悪
銭
は
、
一
貫
の
金
貨
に
は
、
優
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

こ
の
喩
え
の
よ
う
に
、（
平
曲
演
誦
を
学
ぼ
う
と
す
る
者
は
）
ち
ょ
っ
と
し
た
（
平
家
物
語
の
）
こ
と
ば
で
も
、
良
い
師
匠
に
出
遇
っ
て
、

良
い
演
誦
を
聴
い
て
（
修
行
、
会
得
）
す
る
な
ら
ば
、（
そ
の
人
の
技
藝
は
、
長
く
）
保
有
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
、（
私
は
）
し
っ
か
り
と
、

師
匠
か
ら
お
教
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。」

　

な
に
や
ら
、訳
し
て
み
る
と
、か
え
っ
て
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
る
よ
う
に
も
思
う
が
、「
千
貫
の
お
金
」
を
「
総
体
と
し
て
の
平
曲
伝
受
者
。　
　

一
部
平
家
経
験
済
み
」
と
見
て
、「
一
部
平
家
済
み
」
で
な
く
て
も
、立
派
に
「
平
家
語
り
、演
誦
」
の
場
を
構
築
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
、　　

言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

２　

橋
本
師
の
「
一
部
平
家
」
は
、「
大
秘
事
」
も
含
め
て
の
所
謂
「
二
百
句
」
の
通
し
語
り
で
あ
っ
た
。
但
し
細
か
な
こ
と
を
言
え

ば
、
橋
本
師
は
卷
第
五
の
「
つ
き
み
」
に
つ
い
て
は
、
八
坂
流
「
訪
月
」
を
語
り
、『
平
家
正
節
』
の
「
月
見
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

百
九
十
九
句
で
あ
る
。
私
の
断
続
一
部
平
家
で
は
、「
つ
き
み
」
は
、「
月
見
」
を
語
り
、「
訪
月
」
は
語
ら
ぬ
百
九
十
九
句
で
あ
っ
た
。

３　
「
一
部
平
家
の
む
か
し
い
ま
」
執
筆
時
点
で
は
、
令
和
２
年
５
月
の
会
（
三
日
連
続
）
を
予
定
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
関
係
で
出
来

な
か
っ
た
。

４　
「
邦
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
編
集
長
・
田
中
隆
文
氏
が
、
令
和
４
年
10
月
３
日
（
月
）
私
の
「
三
十
日
一
部
平
家
」
９
日
目
に
、
取
材
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
り
、
記
事
は
同
誌
令
和
５
年
３
月
号
に
載
っ
た
。
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附
記　

本
稿
は
、
令
和
四
年
度
（
再
延
長
）
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
平
曲
伝
承
資
料
の
基
礎
的
研
究
」（
課
題
番
号 

16K
02362

）
に
よ
る
成
果
の
一
端
で
あ
る
。


